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放火火災を防ぐには、放火されない環境づくりが大切です。家の周りは常に整理整頓して燃えやすいものを置かず、物置や車庫には必ず鍵をかけて
おきましょう。長期外出する際は近隣住民の方に一声かけるなど、地域ぐるみで放火防止に取り組みましょう! （石狩消防署警防課☎74･7165）

市
長
室
開
放

　
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
市

政
に
つ
い
て
市
長
と
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
？

日
時 

9
日
㈬
15
時
〜
17
時

※
1
件
30
分

場
所 

市
役
所

申
込
期
限 

7
日
㈪
17
時
15
分

申
込・問
合
せ 

広
聴・市
民
生
活
課

☎
72・3
1
9
1

　
4
月
施
行
の「
石
狩
市
こ
ど
も
の

権
利
条
例
」に
定
め
る
、こ
ど
も
が
意

見
を
表
明
す
る
手
法
の
一つ
と
し
て

開
催
し
ま
す
。市
長
が
石
狩
の
未
来

を
担
う
こ
ど
も
た
ち
と
交
流
し
、考

え
や
意
見
を
直
接
聞
く
こ
と
で
市
政

に
反
映
さ
せ
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま

ち
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

　

普
段
入
室
で
き
な
い
市
長
室
で

市
長
の
い
す
に
座
っ
て
記
念
撮
影

や
、市
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た

り
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
お
話
し
し

ま
し
ょ
う
。夏
休
み
の
自
由
研
究
と

し
て
も
お
す
す
め
で
す
。

対
象 

小
学
生・中
学
生・高
校
生

日
時 

28
日
㈪
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
30
分
入
れ
替
え
制     

場
所 

市
役
所
市
長
室

定
員 

各
５
人
程
度（
付
き
添
い
の
保

護
者
な
ど
は
人
数
に
含
め
な
い
）

申
込
方
法 

22
日
㈫
ま
で
に

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ 
子
ど
も
政
策
課

☎
72・3
1
9
2

【
休
日・夜
間
交
付
】

対
象 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通

知
書・電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
が

届
い
て
い
る
方　

※
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
こ
と

日
時 

①
13
日
㈰
9
時
〜
12
時

②
24
日
㈭
17
時
30
分
〜
19
時

【
申
請
受
付
臨
時
窓
口
】※
予
約
制

　
写
真
撮
影
を
行
い
、オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時 

24
日
㈭
17
時
30
分
〜
19
時

申
込
期
間 

1
日
㈫
〜
23
日
㈬

【
共
通
事
項
】

場
所・申
込・問
合
せ 

市
民
課（
市
役

所
1
階
1
番
窓
口
）☎
72・3
1
6
5
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※
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問
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と

日
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9
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時

【
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付
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撮
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を
行
い
、オ
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イ
ン
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手
続
き
を
サ
ポ
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ト
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ま
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。

日
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日
㈭
17
時
30
分
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19
時

申
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期
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1
日
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23
日
㈬

【
共
通
事
項
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場
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込・問
合
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市
民
課（
市
役

所
1
階
1
番
窓
口
）☎
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1
6
5

収
集
日 

16
日
㈬・30
日
㈬

※
8
時
30
分
ま
で
に「
み
ど
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
」の
看
板
が
あ
る
最
寄
り

の
公
園
ま
た
は
緑
地
帯
へ

※
障
が
い
や
高
齢
な
ど
で
収
集
場

所
に
出
せ
な
い
場
合
は
戸
別
収
集

し
ま
す
。「
燃
や
せ
る
ご
み
」の
日
が

木
曜
の
地
区
は
17
日
㈭・31
日
㈭
、

金
曜
の
地
区
は
18
日
㈮
、8
月
1
日

㈮
に
出
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ 

ご
み・リ
サ
イ
ク
ル
課

☎
72・3
1
2
6

　
ハ
チ
が
来
た
ら
手
で
払
っ
た
り
、

体
を
急
に
動
か
し
た
り
せ
ず
、姿
勢

を
低
く
し
て
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
つ

か
、静
か
に
遠
ざ
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
専
門
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い（
有
料
）。個
人・

法
人・事
業
所・共
同
住
宅
な
ど
敷
地

内
の
駆
除
費
用
は
、所
有
者
や
管
理

者
の
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ （
一
社
）北
海
道
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会

☎
0
1
1・7
9
2・1
5
0
0

※
10
月
1
日
以
降
は
☎
0
1
1
・

8
2
6・5
7
3
7

　
ス
プ
レ
ー
缶
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
は
衝
撃
な
ど
を
加
え
る
と
発
火

の
危
険
性
が
あ
り
、正
し
く
分
別
さ
れ

な
い
と
収
集
過
程
や
処
理
工
程
で
火

災
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
４
月
に
は
北
石
狩
衛
生
セ
ン

タ
ー
で
大
規
模
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。正
し
い
分
別
方
法
は「
家
庭
ご
み

出
し
方
ガ
イ
ド
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

ご
み・リ
サ
イ
ク
ル
課

☎
72・3
1
2
6

対
象 

令
和
8
年
度
以
降
に
新
入
学

を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者

※
転
入
学
は
随
時
応
相
談

日
時 
16
日
㈬
13
時
15
分
〜
14
時
40
分

場
所・申
込・問
合
せ 

生
振
小
学
校

（
生
振
3
7
5・１
）☎
64・2
0
1
8

　
高
校
1
年
生
年
齢
の
方
は
、9
月

末
ま
で
に
1
回
目
の
接
種
を
す
る

こ
と
で
、無
料
期
間
の
年
度
末
ま
で

に
３
回
の
接
種
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。厚
生
労
働
省
H
P
や
か
か

り
つ
け
医
で
効
果
や
副
反
応
を
確

認
し
、早
め
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

対
象 

小
学
6
年
生
〜
高
校
1
年
生

相
当
の
女
性

費
用 

無
料

実
施
医
療
機
関 

わ
が
つ
ま
小
児
科
、

み
き
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、エ
ナ
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、し
ろ
く
ま
こ

ど
も
ク
リ
ニッ
ク
、い
し
か
り
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
、あ
つ
た
中
央
ク
リ
ニ
ッ

ク
、浜
益
国
民
健
康
保
険
診
療
所

※
札
幌
市
内
の一
部
医
療
機
関（
市

H
P
に
掲
載
）で
も
受
診
可

問
合
せ 

子
ど
も
政
策
課

☎
72・3
1
1
6

　
令
和
5
年
以
前
の
所
得（
養
育
費

の
８
割
分
含
む
）が
所
得
制
限
限
度

額
を
超
え
受
給
資
格
を
喪
失
し
た

方
で
、引
き
続
き
ひ
と
り
親
で
あ
り
、

令
和
6
年
中
の
所
得
が
限
度
額
を

下
回
っ
た
方
は
、助
成
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。市
H
P
の「
所
得

制
限
限
度
額
表
」を
確
認
し
、対
象
と

な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

子
ど
も
家
庭
課（
市
役
所

1
階
18
番
窓
口
）

☎
72・3
1
2
8 

　

現
在
お
持
ち
の
各
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
31
日
㈭
で
す
。

①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

　

8
月
以
降
の
資
格
を
判
定
す
る

た
め
、令
和
6
年
中
の
所
得
を
審
査

し
、該
当
す
る
方
に
は
7
月
下
旬
に

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

　

8
月
以
降
の
資
格
を
判
定
す
る

た
め
、令
和
6
年
中
の
所
得
を
審
査

し
ま
す
。養
育
費
は
8
割
を
所
得
と

　
以
降
に
再
度
申
請
が
必
要
で
す

○
一
部
免
除
で
承
認
さ
れ
た
方
は
、

　

減
額
後
の
保
険
料
を
納
付
し
な

　
け
れ
ば
未
納
と
な
り
ま
す

○
申
請
者・配
偶
者・世
帯
主
の
所

　

得
に
よ
り
免
除
が
認
め
ら
れ
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す

○
継
続
承
認
さ
れ
た
方
で
、婚
姻・

　
離
婚
な
ど
配
偶
者
に
変
更
が
あ
っ

　
た
場
合
は
、年
金
事
務
所
へ
届
け

　
出
が
必
要
で
す

○
免
除
期
間
は
国
民
年
金
受
給
額

　
が
減
額
し
ま
す
が
、後
か
ら
減
額

　
分
を
補
充
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

免
除
対
象
期
間 

申
請
月
の
2
年
1

カ
月
前
分
〜
令
和
8
年
6
月
分
ま
で

※
郵
送
で
の
申
請
可
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申
請
可

問
合
せ 

市
民
課
☎
72・3
1
2
2

市役所（花川北6・1・30・2）
りんくる（花川北6・1・41・1）

問

市
長
室
開
放

み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

ハ
チ
に
要
注
意
！

生
振
小
学
校 

学
校
説
明
会

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種

正
し
い
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

市
長
の
こ
ど
も
部
屋

▲申込フォーム

市民の声を活かす条例 審議会のうごき

非
公
開

公
開 0

公
開 0

0

5月の開催状況 ■広聴・市民生活課☎72・3191問

開催日 名称（担当課） 主な議題 公開
区分

傍聴
者数

14

19

情報公開・個人情報保護
審査会（総務課）

水道事業の概要について水道事業運営委員会
（水道営業課）

障害者総合支援法に基づ
く介護給付等申請者の障
害支援区分の審査

障害者総合支援認定審査
会（障がい福祉課）

立地適正化計画の見直しに
ついて

都市計画審議会
（建設総務課）

要介護、要支援の審査·判
定（5月中7回開催）

介護認定審査会
（高齢者支援課）

乳児等通園支援事業の設
置認可について

令和6年度 石狩市情報公
開・個人情報保護制度実
施状況

子ども・子育て会議
（子ども政策課）

非
公
開

22

26

27 公
開 0

公
開
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副
反
応
を
確

認
し
、早
め
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

対
象 

小
学
6
年
生
〜
高
校
1
年
生

相
当
の
女
性

費
用 

無
料

実
施
医
療
機
関 

わ
が
つ
ま
小
児
科
、

み
き
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、エ
ナ
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、し
ろ
く
ま
こ

ど
も
ク
リ
ニッ
ク
、い
し
か
り
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
、あ
つ
た
中
央
ク
リ
ニ
ッ

ク
、浜
益
国
民
健
康
保
険
診
療
所

※
札
幌
市
内
の一
部
医
療
機
関（
市

H
P
に
掲
載
）で
も
受
診
可

問
合
せ 

子
ど
も
政
策
課

☎
72・3
1
1
6

　
令
和
5
年
以
前
の
所
得（
養
育
費

の
８
割
分
含
む
）が
所
得
制
限
限
度

額
を
超
え
受
給
資
格
を
喪
失
し
た

方
で
、引
き
続
き
ひ
と
り
親
で
あ
り
、

令
和
6
年
中
の
所
得
が
限
度
額
を

下
回
っ
た
方
は
、助
成
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。市
H
P
の「
所
得

制
限
限
度
額
表
」を
確
認
し
、対
象
と

な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

子
ど
も
家
庭
課（
市
役
所

1
階
18
番
窓
口
）

☎
72・3
1
2
8 

　

現
在
お
持
ち
の
各
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
31
日
㈭
で
す
。

①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

　

8
月
以
降
の
資
格
を
判
定
す
る

た
め
、令
和
6
年
中
の
所
得
を
審
査

し
、該
当
す
る
方
に
は
7
月
下
旬
に

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

　

8
月
以
降
の
資
格
を
判
定
す
る

た
め
、令
和
6
年
中
の
所
得
を
審
査

し
ま
す
。養
育
費
は
8
割
を
所
得
と

し
て
計
算
し
ま
す（
児
童
扶
養
手
当

制
度
に
準
ず
る
）。該
当
す
る
方
に

は
7
月
下
旬
に
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。

※
養
育
費
の
申
告
書（
対
象
の
方
に

送
付
済
み
。養
育
費
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
も
提
出
が
必
要
）が
未
提

出
の
方
に
は
受
給
者
証
を
送
付
で
き

ま
せ
ん
。至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ 

①
国
民
健
康
保
険
課

☎
72・3
1
2
5

②
子
ど
も
家
庭
課
☎
72・3
1
2
8

支
払
日 
11
日
㈮

※
令
和
6
年
7
月
に
案
内
し
た
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
支
払
い
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
合
せ 

子
ど
も
家
庭
課

☎
72・3
1
2
8

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。な
お
、障
害
年

金・遺
族
年
金
は
、国
民
年
金
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す（
免
除
申
請
期
間

は
未
納
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

○
全
額
免
除・納
付
猶
予
が
継
続
承

　
認
さ
れ
て
い
る
方
以
外
は
、7
月

し
て
計
算
し
ま
す（
児
童
扶
養
手
当

制
度
に
準
ず
る
）。該
当
す
る
方
に

は
7
月
下
旬
に
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。

※
養
育
費
の
申
告
書（
対
象
の
方
に

送
付
済
み
。養
育
費
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
も
提
出
が
必
要
）が
未
提

出
の
方
に
は
受
給
者
証
を
送
付
で
き

ま
せ
ん
。至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ 

①
国
民
健
康
保
険
課

☎
72・3
1
2
5

②
子
ど
も
家
庭
課
☎
72・3
1
2
8

支
払
日 
11
日
㈮

※
令
和
6
年
7
月
に
案
内
し
た
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
支
払
い
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
合
せ 

子
ど
も
家
庭
課

☎
72・3
1
2
8

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、申
請
に
よ
り
保
険
料
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。な
お
、障
害
年

金・遺
族
年
金
は
、国
民
年
金
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す（
免
除
申
請
期
間

は
未
納
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

○
全
額
免
除・納
付
猶
予
が
継
続
承

　
認
さ
れ
て
い
る
方
以
外
は
、7
月

　
以
降
に
再
度
申
請
が
必
要
で
す

○
一
部
免
除
で
承
認
さ
れ
た
方
は
、

　

減
額
後
の
保
険
料
を
納
付
し
な

　
け
れ
ば
未
納
と
な
り
ま
す

○
申
請
者・配
偶
者・世
帯
主
の
所

　

得
に
よ
り
免
除
が
認
め
ら
れ
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す

○
継
続
承
認
さ
れ
た
方
で
、婚
姻・

　
離
婚
な
ど
配
偶
者
に
変
更
が
あ
っ

　
た
場
合
は
、年
金
事
務
所
へ
届
け

　
出
が
必
要
で
す

○
免
除
期
間
は
国
民
年
金
受
給
額

　
が
減
額
し
ま
す
が
、後
か
ら
減
額

　
分
を
補
充
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

免
除
対
象
期
間 

申
請
月
の
2
年
1

カ
月
前
分
〜
令
和
8
年
6
月
分
ま
で

※
郵
送
で
の
申
請
可
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
申
請
可

問
合
せ 

市
民
課
☎
72・3
1
2
2

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

児
童
扶
養
手
当

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

免除が承認されたときの納付額と年金額への反映割合

※定額の保険料を納付した場合を1とする

全額免除

納付猶予（50歳未満に限る）

４分の３免除（４分の１納付）

４分の１免除（４分の３納付）

定額納付の場合

半額免除

4,380円

8,760円

13,130円

17,510円

2分の1

8分の5

8分の6

8分の7

1

0

納付額
（令和7年度の１カ月分）

年金額への
反映割合※

▲市ＨＰ▲市ＨＰ

　市では「石狩市こどもの権利条例」の制定と共に、権利侵害があれば迅速
にその回復に取り組む「石狩市こどもの権利救済委員会」の設置も併せて
行いました。
　この救済委員会では、こどもの権利侵害への相談に応じて必要な助言や
支援を行うほか、救済の申し立てがあれば調整や調査を行い、市内外の関
係機関に是正するよう市長に勧告·要請したり、制度の改善を求める意見を
表明したりします。
　この救済委員会の在り方こそ、2年にわたる条例の検討委員会で「最も議
論が白熱したところ」と振り返るのは、検討委員会で委員長を務めた小山和
利さんです。
　単なる理念条例にならないよう救済の道はしっかりとつけておくべきだ、
というのが委員たちの共通の思いで、「こどもの権利侵害は絶対に許さな
いという強烈なメッセージを感じた」と話します。
　4月から救済委員会の委員長に就任した小山さんは、検討委員会で寄せ
られた意見を踏まえながら「こどもたちの権利」を守る最終的なよりどころ
のトップとして、これからも専門的な立場から“いしかりっ子”を見守ります。

子ども政策課☎72·3192問シリーズ こどもの権利を守るまち
こどもの権利救済委員会の役割～小山和利委員長に聞く

公認心理師。北海道職員
として児童相談所長や児
童自立支援施設長を歴
任し、現在は藤女子大学 
ウェルビーイング学部 
子ども教育学科教授。

プロフィル

　救済委員会は「こどもの権利」が侵害された時に
訴えるところですが、その時こそ、市民の皆さんと
「こどもの権利とは何か」を考える機会であると考
えています。一つ一つを積み重ねていくことが「こ
どもの権利」をまちに定着させていくのだと信じ
て、石狩の「こどもの権利」を守る“とりで”となれる
よう努めていきたいと思います。

石狩市
こどもの権利
救済委員会
小山 和利 委員長

かずとし


